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議決範囲の考え方
横浜市中期計画2026～2029の議案については、原案のうち「現状と課題」や

「目指す姿」等をまとめており、本資料では該当部分を黒い点線で囲んでいます。
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10 にぎわい・
スポーツ・文化

現状と課題

目指す姿

政策指標

〇更なるにぎわいづくり
・2024（令和６）年の横浜市の観光消費額及び観光入込客数は、回遊促進等のこれまでの取組によ

り過去最高となりましたが、平均消費額の高い宿泊客が日帰り客に比べ少ないこと、また、日帰り
客の平均消費額が伸びていないことが課題です。経済の活性化に向け、観光入込客数と平均消費額
を増加させ、観光消費額を伸ばしていくことが重要です。

・都心臨海部を中心とした観光資源の魅力の向上やクルーズ船の発着が多い特徴を生かすことにより、
市民の皆様により楽しんでいただくことはもとより、インバウンドを含め国内外の更なる誘客を促
進し、宿泊の促進や滞在時間の延長を図っていくことが重要です。

・また、郊外部においても、住民の愛着を育む地域ごとのにぎわいづくりや、新たな活性化拠点の形
成など、エリアの特性に応じたにぎわいを生み出していくことが重要です。

〇スポーツを「する」、「みる」、「ささえる」、「ふれる」機会
・横浜市民スポーツ意識調査によると、必要性を感じ、関心や意欲がありながらも「する」、「みる」、

「ささえる」スポーツ活動に十分に取り組めていない市民が多く、スポーツに「ふれる」機会の
充実が課題です。また、共生社会の実現に向け、年齢や性別、障害の有無等にかかわらず、誰もが
スポーツに親しめる環境の整備が重要です。

〇文化活動環境
・文化団体等の多くの担い手やネットワークにより文化活動が多様化するとともに、市内文化施設に

おいて地域の催しが盛んに行われていますが、より広い市民を対象として各地域で活動に取り組め
る環境づくりを推進していくことが重要です。次世代育成や共生社会の実現に向けて、年齢や性別、
障害の有無等にかかわらず、誰もが文化芸術に触れることのできる環境づくりが重要です。

・ウォーターフロント※１を生かしたアーバンリゾートの魅力向上により、国内外から観光客を呼び込み、
消費の拡大により地域経済が活性化され、活力・魅力のあるまちとなっています。

・年齢や性別、障害の有無、家庭環境等にかかわらず、市内の各地域で隔たりなく、誰もが、スポー
ツや文化活動に参加できる機会や楽しめる環境が充実し、また、それらを通じて共に認め、支えあ
うコミュニティが実現することで、市民の皆様が生活の質の向上を実感できています。

観光やスポーツ・文化により、
にぎわい・活力のあるまち
だと思いますか

【関連するSDGsの取組】

横浜市観光・MICE戦略 横浜市スポーツ推進計画

観光・MICEの振興に向けた取組、スポーツの振興に向
けた取組、文化芸術の振興に向けた取組に関する個別分
野別計画等

横浜未来の文化ビジョン

-市民の皆様の横浜市での暮らしの意識を表す指標-

- ４年後、そして、更に将来にわたって目指すべき姿 -

- 横浜を取り巻く状況と課題 -

81.0％

※１ ウォーターフロント：一般的には海または湖などの水面に面し、一体的に活用するのに必要な広がりを持つ土地

施策群

世界を魅了する国際観光都市の実現に向け、戦略的な誘客プロモーションやMICE誘致、都心臨海部を中心と
した、夜景を含めた水際線の魅力向上等を通じた戦略的な回遊性向上やクルーズ船の誘致などにより、宿泊の
促進や滞在時間の延長を図るなど、にぎわい創出や観光・MICEを推進することで、市内経済を活性化させると
ともに、まちの活力・魅力を一層高めます。

観光・МICE※１

観光消費額 現
状

目
標

観光入込客数 現
状

目
標

クルーズ船寄港数 現
状

目
標

臨海部の夜景を魅力的と
思う市民の割合

現
状

目
標

4,000万人

209回 220回

心豊かな市民生活の実現を図るため、スポーツを身近に感じられるまちの実現を目指し、年齢や性別、障害
の有無、家庭環境等にかかわらず、こどもたちをはじめとした誰もがスポーツを「する」、「みる」、「ささ
える」ことや、それらのきっかけとなる「ふれる」機会を創出するとともに、地域に根ざしたスポーツの振興
や大規模スポーツイベントの誘致開催等、市民の皆様の多様なスポーツ環境の充実に取り組みます。

スポーツ

横浜市はスポーツの参加機会や楽しめる環境が充実していると思う市民の割合 現
状

目
標指

標

方
向
性

心豊かな市民生活の実現を図るため、横浜の強みを生かした横浜文化の創造を目指し、年齢や性別、障害の
有無、家庭環境等にかかわらず、こどもたちをはじめとした誰もが文化活動に取り組める環境の整備、市全域
における身近な地域での文化を通じた地域コミュニティの形成、様々な主体との連携による創造性を生かした
まちづくり等によるにぎわいづくりを進めます。

文化芸術

21

観光都市としての横浜市に誇りを
感じる市民の割合

現
状

目
標

方
向
性

指
標

22

23

延べ宿泊者数 現
状

目
標

1,100
万人泊

指
標

方
向
性

横浜市は文化の参加機会や楽しめる環境が充実していると思う市民の割合 現
状

目
標

【関連データ等】

4,564億円
（R6時点） 5,500億円

3,773万人
（R6時点）
980万人泊
（R6時点）

【にぎわいスポーツ文化局】

【にぎわいスポーツ文化局】

【港湾局】

【にぎわいスポーツ
文化局】

【にぎわいスポーツ文化局】

【にぎわいスポーツ文化局】

【にぎわいスポーツ文化局】

【にぎわいスポーツ
文化局】

●「観光入込客数（実人数）」及び「観光消費額」の推移

【出典】にぎわいスポーツ文化局

●こどもの頃の体験の有無と大人になってからの活動の割合

45%

74%

55%

26%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

こどものころの体験なし

こどものころの体験あり

こどものころにスポーツまたは文化の体験があると、

大人になってから活動を行っている割合が高いことが示された。

大人になってからの活動あり 大人になってからの活動なし

施策指標 – 2029（令和11）年度に向けて進捗管理し、成果発揮を目指す指標 - を設定

【出典】にぎわいスポーツ文化局

90.6％ 

83.6％ 

75％以上 73.0％ 

75％以上 70.5％ 

83.6％以上 
維持・増加 

90.6％以上 
維持・増加 

※１ MICE：企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研修旅行（インセンティブ旅行）（Incentive Travel）、国際機関・団体、学会等が行う国際会議
（Convention）、展示会・見本市、イベント（Exhibition/Event）などの総称

４（冊子45） ５（冊子46）



■政策－施策体系図 政策群：にぎわい・スポーツ・文化

観光やスポーツ・文化
により、にぎわい・活力

のあるまち
となっている

観光やス
ポーツ・文化
により、にぎ
わい・活力の
あるまちだと
答えた市民

の割合

81.0％

魅力向上の取組件数

魅力向上の取組件数

誘客強化の取組数

誘致強化の取組数

回遊性向上の取組件数

「世界級の水際空間」の整備
（水際線におけるサイン整備、照明整備、

デッキ整備）

歴史的建造物を活用した魅力向上
（三溪園など）

インバウンドの誘客強化

クルーズ船の誘致強化

民間事業者と連携した回遊性の向上
21

観
光
・M

IC
E

観光・MICEの振興に向けた取組
（横浜市観光・MICE戦略の推進等）

観光が活性化している

観光入込客数
3,773万人➤4,000万人

観光消費額
4,564億円➤5,500億円

成果につながる
主な活動量

計画期間
における成果

中間的な政策効果
市民の皆様の
暮らしの意識

計画期間における成果
につながる主な活動

観光が
経済効果・市民の

実感に
つながっている

こどものスポーツ
体験機会数

地域での
スポーツ活動数

横浜でのトップ
スポーツイベント数

こどもたちがスポーツを
「する」、「みる」、「ふれる」機会の創出

地域に根ざしたスポーツの推進

世界的なスポーツイベントの誘致

22

ス
ポ
ー
ツ

スポーツの振興に向けた取組
（横浜市スポーツ推進計画の推進等）

スポーツに親しむ機会が
増えている

横浜市はスポーツの参加機
会や楽しめる環境が充実し
ていると思う市民の割合

73.0％➤75％以上

スポーツを通じて、
生活に

楽しみが出ている

トップスポーツを観戦できる
環境の整備

横浜のブランディング
向上につながる
文化イベント数

地域での文化活動数

こどもの文化体験数

文化芸術発信拠点の活用

地域に根ざした文化の推進

こどもたちが文化を
「する」、「みる」、「ふれる」機会の創出

23

文
化
芸
術

文化芸術の振興に向けた取組
（横浜未来の文化ビジョンの推進等）

文化活動を通じて、
生活に楽しみが出

ている

世界的な文化イベントの誘致

文化活動に親しむ機会が
増えている

横浜市は文化の参加機会や
楽しめる環境が充実して
いると思う市民の割合
70.5％➤75％以上

延べ宿泊者数
980万人泊➤1,100万人泊

クルーズ船寄港数
209回➤220回

観光都市としての横浜市に
誇りを感じる市民の割合
83.6％➤83.6％以上

臨海部の夜景を
魅力的と思う市民の割合
90.6％➤90.6％以上

観光消費額

観光入込客数

宿泊施設
利用者延べ数

クルーズ船寄港数

観光都市としての
横浜市に誇りを感
じる市民の割合

横浜市はスポーツ
の参加機会や楽し
める環境が充実し
ていると思う市民

の割合

横浜市は文化の参
加機会や楽しめる
環境が充実してい

ると思う
市民の割合

政策指標
（モニタリング指標）

施策指標
（計画推進指標）

※ 中間的な政策効果は、市民の皆様の暮らしの意識を表す指標の向上に向けた経路の思考・確認の一例を掲載
本計画に記載以外の中間的な政策効果も含め、個別分野別計画の取組と連動させ、状態を確認・検証しながら柔軟に実践

国際会議の開催数 国際会議の誘致強化

※ 取組に記載している個別分野別計画はR８.５時点６（冊子65） 　　　　　　７



02 観光・経済活性化
サーキュラーエコノミーやAI・半導体等、最先端技術の進展などの世界潮流を見据えるとともに、世

界に誇れる水際線や三溪園をはじめとした、観光都市・横浜を代表する資源を生かして、横浜の観光・
経済における強み・ポテンシャルを最大化するとともに、未来に向けた産業創出に取り組み、経済の持
続的な成長・発展につなげます。

さらに、積極的に海外活力の取り込み、横浜ブランドの海外への発信を進め、国内外から人や企業が
集まる、グローバル都市横浜を目指します。

現状及び将来見通し

産業の持続的な成長

観光都市に向けて

グローバル都市横浜

 海や港などの開放的な環境に加え、商業施設や「楽
しみながら学べる」集客施設の集積、また、公民が
一体となったイベント戦略等により、観光消費額、
観光入込客数は2024（令和６）年に過去最高を達
成しました。

 今後は、平均立寄り箇所数の更なる増加や、延べ宿
泊者数のインバウンド割合の上昇に向けて、回遊の
促進や、商業・宿泊施設等の受入環境の充実、また、
情報発信の強化が重要です。

 さらに、観光政策を「来訪者数の増加」で終わらせ
ず、都市としての価値の向上や、市内経済の成長に
つなげていくことが重要です。

 企業集積を支えてきたみなとみらい地区は98.6パー
セントまで開発が進み、今後は市内各エリアでの企
業誘致が重要です。特に既存の産業用地は高度経済
成長期のインフラや法令規制により柔軟な土地利用
転換が難しく、まちづくりと一体となった産業集積
や魅力的な就業環境の形成が課題です。

 生成AIの急速な普及や循環型社会移行への要請など、
市内経済を取り巻く情勢変化は激しく、個別企業だ
けでの対応は困難です。横浜市が世界の潮流を捉え、
国の成長戦略とも連動させながら、マッチングや投
資インセンティブを通じて企業の変革を後押しし、
横浜ならではのイノベーション創出を促進すること
が重要です。

 横浜の魅力として「国際的な雰囲気がある」と考える市民の割合は24パーセント
(2024（令和６)年）。 「市民が世界に誇れる都市」を目指す上で、都市の魅力
を更に高め、発信していくことが重要です。

 国際会議等の場で発信してきたグリーン分野の取組について国際機関等から評価
が高まる中、国際的なリーダーシップを一層発揮してプレゼンス向上を図る好機
です。

 人口減少社会においては、海外活力の取り込みも重要です。企業・人材等から選
ばれるため、グローバルネットワークの拡大や効果的な海外プロモーションが課
題です。

▲みなとみらい21開発状況図（令和７年４月１日現在）

2029（令和11）年の横浜の姿（観光・経済）
◆取組全体

・ 水際線や三溪園をはじめとした横浜の魅力ある
都市資産を生かした更なる観光の発展や、世界
潮流や国の成長戦略も踏まえたサーキュラーエ
コノミーやAI・半導体分野などの産業の育成が
進んでいます。

・ そうした都市の魅力が国際的にも認知されると
ともに、若者をはじめとした横浜市民が、
世界をより身近に感じ、世界とつながり、

「市民が世界に誇れる都市」となっています。

◆個別取組（施策群の指標：抜粋）

2040（令和22）年の横浜の姿
（観光・経済）

都心部でも郊外部でも、多くの
市民や国内外の来街者を惹きつ
ける拠点を形成し、更なるにぎ
わいが生まれています。
（観光消費額7,000億円）

※2024（令和６）年約4,564億円

サーキュラーエコノミーやAI・
半導体関連産業が横浜の新たな
成長産業の一つとなり、人口減
少時代においても市域全体が経
済成長を続けています。
（市内総生産額の向上）

※ 2022（令和４）年度推計約14.8兆円

世界目線の政策を実行するグ
ローバル都市としての世界的認
知を獲得しています。

[グロー
バル]の
視点

[経済]
の視点

方向性
観光の発展は、横浜の経済成長に資する取組であり、また、国内に加えて海外からの誘客が重要な要素

です。さらに、サーキュラーエコノミーなどを通じた環境共生と経済成長の両立への挑戦は、グローバル
な都市課題の解決につながり、横浜の国際的リーダーシップを発揮する取組です。

このように、「観光発展」、「経済成長」、「グローバル都市の推進」は一体的に取り組むことが重要
であり、３つの取組の連動を通じて、都市の魅力・活力と国際プレゼンスの向上を図ります。

[観光]
の視点

•国際的リーダー
シップの発揮等
を通したグロー
バル都市ブラン
ディング

•国際的影響力の
ある機関・企業
等、海外活力の
取り込み

•異文化コミュニ
ケーション力の
育成等、グロー
バル人材の育成

•都市の国際プレゼンスや企業の競争力を高め
る、サーキュラーエコノミーやAI・半導体な
どの成長産業を創出・育成

•多様な働き方や企業活動を支える次世代の産
業拠点を形成するまちづくり

•世界に誇れる更なるにぎわい形成の舞台となる
水際線や三溪園など、観光資源の磨き上げと、
インバウンドを狙った誘客の仕掛け

•イベント主催者や観光事業者等と連携した夜ま
で楽しめ、朝から楽しめる観光まちづくりと、
宿泊施設の立地促進

•都心部と郊外部のにぎわい拠点の相乗効果

グ
ロ
ー
バ
ル
都
市
の
推
進

経
済
成
長

観
光
発
展

[観光発展]＋[経済成長]＋[グローバル都市の推進]
３つの取組を連動して進め、市民が世界に誇れる都市へ

・観光消費額

・観光入込客数 → 4,000万人【現状】3,773万人

・延べ宿泊者数 → 1,100万人泊【現状】980万人泊
・市内新規投資件数
（サーキュラーエコノミー・

AI関連）
→ 24件（４年間累計）【現状】４件/年

→ 5,500億円【現状】4,564億円
（R6時点）

（R6時点）

（R6時点）
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経済成長～持続可能な地域経済の発展～
世界共通の課題解決に資するサービス等の提供を通じて、更なる経済の成長を目指す国の成長戦略と

共に、これからの世界潮流を見据えた産業育成を進め、横浜の持続的な経済成長につなげていきます。

①これまでの横浜の資産の
価値を高める

【まちづくり連動】【市内立地企業】

②これからの潮流を見据えた
産業育成

【サーキュラーエコノミー】【AI・半導体】

観光発展～更なるにぎわいの形成から、横浜経済の成長へ～
横浜グリーンエクスポの開催を契機として、国内外における観光都市としてのプレゼンス向上のため、

都心部の魅力の磨き上げや受入環境の整備を進めるとともに、戦略的なプロモーションにより、市内や国内
に加え、インバウンドを含めた誘客につなげます。また、郊外部の新たな観光・集客拠点の形成を見据え、
両エリアの相乗効果を図る施策により、更なるにぎわいを形成し、市内経済の活性化につなげていきます。

①郊外部 ②都心部

明日をひらく都市プロジェクト「観光・経済活性化」 ～にぎわいが経済を

にぎわいの形成と、横浜の観光・経済の強化
（観光消費額7,000億円を目指す）

2026

2027

2028

2029

2030

2035

2040

変化を力に、成長を続ける
（市内総生産額の向上を目指す） ※２０２２（令和４）年度推計約14.8兆円

横浜グリーンエクスポ

上瀬谷 観光・賑わい地区
(テーマパーク等)

ホテル立地促進
立地支援策実施

（宿泊施設の容積率緩和など）

日中 ：回遊性向上、立ち寄り数の増加
夜・朝：新たな魅力コンテンツの常設化

開催後の横浜再訪
につなげる取組

新たな観光・集客拠点

両にぎわい
エリアの
相乗効果

民間事業者と連携した にぎわいづくり

水際線や三溪園など、
観光資源の磨き上げ

IPコンテンツ連携の強化

宿泊インフラ
の整備

2026

2027

2028

2029

2030

2035

2040

動脈産業(製造等)と静脈産業(リサイクル等)の連携支援まちづくり＋産業誘致
(新横浜・京浜臨海部等)

企業立地へのインセンティブ
(企業立地促進条例改正)

サーキュラー関連産業
AI・半導体関連産業

まちづくり
との連携 など

産業拠点の発展
新横浜

京浜臨海部等
企業による
新たな投資

横浜の大企業・中小企業が、世界的な潮流や
要請（環境対応・AI実装等）にも対応し、変
化の激しい時代においても、持続的な経営基盤
に基づいた競争力が高まっている

循環型経済やAI時代への
市内企業対応支援

観光発展
経済成長
への寄与

【提供】GREEN×EXPO協会

育み、世界とつながる横浜へ～

グローバル都市の推進に向けた戦略※ ～市民が世界に誇れる都市へ～
グローバル化や少子高齢化が進展する中、国際平和に貢献しながら都市の持続可能性を高めるため、

あらゆる政策を世界目線で捉え直し、横浜のブランド力や活力の向上につなげます。
アジアでの循環型都市を先導するなど、国際的なリーダーシップを発揮することで、国際プレゼンスの

向上、グローバル人材の育成、海外活力の取り込みなど好循環を生み出し、シビックプライドの醸成につ
なげていきます。

※ この戦略を、「横浜市国際戦略（令和３年２月改定）」を継ぐものとして位置付けます。

グローバル都市ブランディング

国際プレゼンスの向上国際的な評価の獲得・
グローバルリーダーシップの発揮

海外への戦略的
プロモーション
これまで取り組んできた国際協力、都市間

連携やグリーン分野の施策に加え、横浜の持
つあらゆる強みを戦略的に海外へプロモー
ションし、国際的な評価の獲得につなげます。

さらに、国際会議等を通じてアジアの循環
型都市を先導するなど、グローバル都市とし
てのリーダーシップを発揮するとともに世界
目線の政策を実行し、国際プレゼンスの向上
を目指します。

海外活力の取り込み

横浜の活力を高めるため、国際的に影響
力のある機関やグローバル企業、教育研究
機関の誘致や新たなパートナーシップ締結
を目指すとともに、市内企業の競争力の強
化、インバウンド誘客や外国人材等の受入
環境整備等を進めます。

国際的な機関や企業、
教育研究機関等の

誘致・パートナーシップ

グローバル人材育成

全てのこどもが、多様な他者と英語でコ
ミュニケーションをとる可能性を広げると
ともに、横浜のネットワークを生かした交
流等を通して、グローバル社会で活躍でき
る人材を育みます。

さらに、留学など世界を目指す若者を応
援します。

異文化コミュニケーション力の育成
世界を目指す若者の応援

世界での認知度が高まり、
選ばれる都市になる

世界をより身近に感じ、
世界とつながる

市民一人ひとりのライフステージに
おける選択肢や可能性が広がる

横浜の活力が高まり、
都市の持続可能性が高まる

グローバル
都市として
の成長

横浜が発起都市となり創設されたアジア版「循環型都市宣言制度」
(アジア・スマートシティ会議2025)

10（冊子79） 11（冊子80）
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Ⅳ 政策・施策
１ 14の政策群と33の施
策群
政策ー施策体系図
にぎわい・スポーツ・文化

成果につながる主な活動
量
計画期間における成果につ
ながる主な活動

ー
MICEに関する取組を追記（国際会議の開催数－国際
会議の誘致強化）

参考資料：素案からの主な変更点
素案の公表後、横浜を取り巻く状況の変化やパブリックコメント等を踏まえ、

庁内検討が進展した内容を反映し、変更した主な内容は次のとおりです。

頁 変更箇所 変更前 変更案

45

Ⅳ 政策・施策
１ 14の政策群と33の施
策群
政策群10 にぎわい・ス
ポーツ・文化

目指す姿

ー ウォーターフロントの注釈を追記

45

Ⅳ 政策・施策
１ 14の政策群と33の施
策群
政策群10 にぎわい・ス
ポーツ・文化

政策指標

調査中 81.0%

46

Ⅳ 政策・施策
１ 14の政策群と33の施
策群
政策群10 にぎわい・ス
ポーツ・文化
施策群21 観光・MICE

ー MICEの注釈を追記

46

Ⅳ 政策・施策
１ 14の政策群と33の施
策群
政策群10 にぎわい・ス
ポーツ・文化
施策群21 観光・MICE

指標

観光都市としての横浜市に誇りを感じる市民の割合
現状 調査中
目標 ー

現状 83.6％
目標 維持・増加83.6％以上

46

Ⅳ 政策・施策
１ 14の政策群と33の施
策群
政策群10 にぎわい・ス
ポーツ・文化
施策群21 観光・MICE

指標

臨海部の夜景を魅力的と思う市民の割合
現状 調査中
目標 ー

現状 90.6％
目標 維持・増加90.6％以上

46

Ⅳ 政策・施策
１ 14の政策群と33の施
策群
政策群10 にぎわい・ス
ポーツ・文化
施策群22 スポーツ

指標

横浜市はスポーツの参加機会や楽しめる環境が充実し
ていると思う市民の割合
現状 調査中
目標 ー

現状 73.0％
目標 75％以上

46

Ⅳ 政策・施策
１ 14の政策群と33の施
策群
政策群10 にぎわい・ス
ポーツ・文化
施策群23 文化芸術

指標

横浜市は文化の参加機会や楽しめる環境が充実してい
ると思う市民の割合
現状 調査中
目標 ー

現状 70.5％
目標 75％以上
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